
川根茶の季節到来
新緑に染まった茶葉の爽やかな香り 、 製茶工場の活気に満ちた音、

茶畑から聞こえてく るお茶摘みさんたちのにぎやかな声。

五感全てで感じ取れる茶
ちゃ

時
どき

の到来。 この輝かしい季節を待ち望み、

煌めく 町の「 川根茶の季節」 をお伝えします。

最盛期を迎え新芽がきらめく 藤川の茶畑

こ こにも、 一つの物語。
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１１ ２２ ３３

１ _ 神主により 祝詞が読み上

げら れる。 ２ _ 静岡県手揉

み保存会川根支部の皆さ ん

が仕上げた新茶を 盛り 付け

る同保存会会長の棚森貢さ

ん。 ３ _ 新茶を 祭壇に献上

する川根本町茶業振興協議

会会長の薗田町長。

　
川
根
本
町
茶
業
振
興
協
議
会
（
会

長
・
薗
田
靖
邦
町
長
）
は
、
４
月
20
日

（
土
）
に
、
フ
ォ
ー
レ
な
か
か
わ
ね
茶

茗
舘
に
お
い
て
献
茶
式
を
執
り
行
い
、

川
根
茶
の
更
な
る
発
展
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　
式
典
に
は
町
内
の
生
産
者
や
茶
商
な

ど
、
茶
業
関
係
者
約
20
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
神
主
に
よ
る
祝
詞
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
後
、
祭
壇
の
木
碑
に
、
静
岡
県

手
揉
み
保
存
会
川
根
支
部
の
皆
さ
ん
が

仕
上
げ
た
新
茶
を
献
上
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
を
代
表
し
て
、
献
上
茶
を
祭

壇
に
さ
さ
げ
た
薗
田
町
長
は
「
今
年
も

気
候
に
恵
ま
れ
高
品
質
な
お
茶
と
な
っ

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
先

人
が
守
り
つ
な
い
で
き
た
川
根
茶
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
ま
た

川
根
茶
の
更
な
る
振
興
に
向
け
て
今
後

と
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

茶
産
地
の
誇
り

　
　
　 

　
茶
業
の
振
興
を
祈
願

令和６ 年献茶式を開催

　
本
年
度
の
新
茶
初
取
引
が
、
4
月
23

日
（
火
）
、
地
名
の
農
林
業
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
生
産
者

や
茶
商
ら
約
50
名
が
参
加
し
、
新
茶
の

シ
ー
ズ
ン
到
来
を
祝
い
ま
し
た
。

　
町
内
各
地
か
ら
４
口
36
キ
ロ
の
や
ぶ

き
た
が
上
場
し
、
審
査
で
は
、
茶
葉
の

形
状
や
、
水
色
、
香
り
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
製
茶
・
高
木
郷
美
さ

ん
（
下
長
尾
区
）
の
手
摘
み
の
や
ぶ
き

た
が
、
最
高
値
の
４
万
８
８
８
円
で
手

合
わ
せ
と
な
り
、
会
場
か
ら
は
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
落
札
し
た
の
は
島
田

市
川
根
町
の
山
関
園
製
茶
。
同
社
の
山

下
真
臣
社
長
は
「
全
体
的
に
完
成
度
が

高
い
。
良
い
も
の
は
し
っ
か
り
評
価
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

各地の茶生産者が自慢の逸品を披露し まし た

新茶シ ーズン の到来を 祈念し 、

１１

２２

１ _ 茶商ら によっ て茶葉の形状や水色、 香り など

を審査する様子。 ２ _ こ の日の最高値で手合わせ

の音を響かせた茶商ら 。

川根地域の新茶初取引

生産者や茶商らが祝う
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相

藤

園

全国茶品評会出品茶摘採

▲お茶摘みさ ん達は、 新芽の中でも ひ
と き わ柔ら かく 、 みずみずし い茶葉
を、 一芯二葉で丁寧に摘み取っ ていま
し た。

　
各
茶
園
で
、
4
月
中
旬
か
ら
全
国
茶

品
評
会
出
品
用
の
茶
葉
の
摘
採
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
出
品
者
の
中
か
ら
相
藤
園

さ
ん
と
松
島
園
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

　
藤
川
地
区
の
相
藤
園
で
は
、
4
月
28

日
（
日
）
に
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で

約
50
名
の
お
茶
摘
み
さ
ん
に
よ
り
普
通

煎
茶
4
キ
ロ
の
部
の
出
品
茶
が
手
際
よ

く
「
一
芯
二
葉
」
で
摘
採
さ
れ
ま
し
た
。

待
ち
焦
が
れ
た
川
根
茶
の
季
節

▲休憩や昼食で楽し そう に談笑する
お茶摘みさ ん。

相
あい

藤
と う

 令
れい

治
じ

 さ ん

高の技術を、 お茶の樹の栽培と 製造に注ぎ込み、

時代に合わせた最高の「 川根茶」 を作り 出す、 そ

んな思いで挑戦し てきまし た。

　 全国茶品評会と いう 唯一最高の舞台で、「 川根

茶」 が優秀品質の産地と し て評価し ていただく こ

と は、 茶業を生業と する私たちにと っ て重要な要

素と なっ ています。

　 こ れから も 全国の皆さ んに美味し い川根茶を届

けら れるよう 、 息子たちと 一緒に生産技術向上に

励んでいき たいと 思います。

　 本年も 地域の皆さ

んをはじ め、 茶業振

興協議会のお力添え

で摘採日を迎えら れ

たこ と に感謝し てい

ます。 品評会に出品

を 続 け50 有 余 年、

出品茶を 作る こ と

は、 その時持てる最

第 7 8 回全国茶品評会

【 開催地】 静岡県浜松市

【 審査結果発表】　 ８ 月 3 0 日（ 金）

▼町内から の出品者（ 敬称略）

【 普通煎茶 4 ㌔の部】

　 ◎相藤園（ 相
あ い と う れ い じ

藤令治）

　 ◎相藤農園（ 相
あ い と う な お き

藤直紀）

　 ◎つちや農園 （ 土
つ ち

屋
や

和
か ず

明
あ き

）

【 普通煎茶 1 0 ㌔の部】

　 ◎松島園（ 川
か わ さ き よ し か ず

崎好和）

　 ◎丹野園（ 丹
た ん の こ う し

野浩之）

　 ◎かわね山処園（ 小
こ だ い ら し ろ う

平史郎）

　 ◎川根たっ ちゃ ん農園（ 橋
は し も と た つ お

本立生）

こ こにも、 一つの物語。
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三
ツ
星
学
園
の
３
・
４
年
生
38
名

が
、
4
月
26
日
（
金
）
榊
原
茶
園

で
お
茶
摘
み
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
榊
原
雅
年
さ
ん

（
下
長
尾
区
）、
川
根
本
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
協
力
に
よ

り
実
現
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
で
2
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
初

め
て
お
茶
摘
み
を
す
る
児
童
も
多

く
、
始
め
は
榊
原
さ
ん
や
担
任
の

先
生
に
摘
み
方
の
確
認
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
袋

い
っ
ぱ
い
に
茶
葉
を
詰
め
込
ん
で

い
ま
し
た
。

一
芯
二
葉
で
や
さ
し
く
摘
採

　 お茶は家でも 毎日
飲んでいます！お茶
摘みは初めての体験
で、 一芯二葉の摘み
方が難し かっ た け
ど、 たく さ ん採るこ
と ができ て良かっ た
です！

三ツ星学園 ３ 年生

梅
う め

田
だ

 聖
あきら

 さ ん

三ツ星学園お茶摘み体験

　 子ども たちに少し
でも お茶に親し んで
も ら いたいと いう 思
いから 活動を始めま
し た。
　 子ども たちが摘ん
だ 茶葉は、 荒茶• 仕
上げ加工の後、 学校
で飲んでも ら います。

榊
さ かき ばら

原 雅
まさ

年
と し

 さ ん

下長尾地区

川
かわ

崎
さ き

 好
よし

和
かず

 さ ん

　 我が川根本町は、 新茶が芽吹く 春先、 南西から 湿潤な気流によっ て昼は高温にな

り 、 夜は南アルプスから 冷気が南下し 昼夜の温度差が激し い気候と なっ ています。

　 また、 川根本町は豊かな土壌に恵まれお茶の栽培に適し た気象条件を備えるこ と

で高品質なお茶を長年生み出し 、 昔から 全国茶品評会で上位入賞を続けてき まし た。

　 お茶の栽培、 製造について勉強を続け出品するこ と で、 先人たちの培っ てき た川

根茶の伝統を受け継いで行きたいと 思います。 また、 こ の技術を後世に繋げていけ

ればと 思っ ており ます。

▲茶葉の摘採は川崎さ ん手製の摘採機で行われた。

　
藤
川
地
区
の
松
島
園
で

は
、
５
月
２
日
（
木
）
に

レ
ー
ル
式
茶
摘
採
機
で
普
通

煎
茶
10
キ
ロ
の
部
の
出
品
茶

摘
採
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松

島

園
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